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令
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五
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六
月
一
日
発
行
　
一
般
社
団
法
人 

中
央
電
気
倶
楽
部
　
〒 

５３０
―
０００４ 

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
二
―
一
―
二
十
五
　
電
話
〇
六
―
六
三
四
五
―
六
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五
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代
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Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
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四
五
―
六
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七
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◎午さん会講演録

『ウクライナの教訓 パシフィズムが日本を滅ぼす』
　　　　          　　　　／アゴラ研究所　フェロー
　　　　　 　　　　　（公財）国家基本問題研究所　客員研究員　　潮　匡人　氏

公
開
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か
ら
一
年
余

り
経
過
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
は
、

中
国
と
我
が
国
と
の
関
係
に
類
似
す
る
点
が
あ
り
、

決
し
て
他
所
事
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、台
湾
問
題
を
は
じ
め
海
洋
進
出
を
強
め
る
中
国

に
対
し
、我
が
国
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
理
解
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、航
空
自
衛
官
と
し
て
の
豊
富
な
勤
務

経
験
が
あ
り
、わ
が
国
の
防
衛
に
関
し
て
ご
提
言
さ
れ

て
お
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、昨
年
、正
論
大
賞
も
受
賞

さ
れ
た
織お
り
た田
邦
男
先
生
を
お
迎
え
し
、ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
講
演
会
は
会
員
に
限
定
せ
ず
、ど
な
た

で
も
自
由
に
出
席
で
き
る
公
開
の
講
演
会
で
す
の
で

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時　

令
和
五
年
八
月
八
日（
火
）

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
十
分

場　

所　
（
一
社
）中
央
電
気
倶
楽
部　

五
階 

大
ホ
ー
ル

演　

題　
『
台
湾
有
事
と
日
本
の
課
題
』

講　

師　

�

元�

航
空
自
衛
隊　

空
将
、

　
　
　
　

麗
澤
大
学　

特
別
教
授織お

り
た田　

邦
男　

氏

聴
講
料　

無
料

申
込
方
法　

 

倶
楽
部
事
務
局（
三
宅
、更
谷
、藤
川
）へ

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、聴
講

希
望
者
の
所
属
団
体
名
、役
職
名
、氏
名

を
ご
連
絡
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、当
日
受
付
時
に

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締　

切　

 

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日（
月
）

　
　
　
　
　

た
だ
し
、先
着
二
〇
〇
名
様
で
締
め
切
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
一（
代
） 

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七 

　
　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル kouenkai@

chuodenki-club.or.jp

文
化
探
究
会
見
学
会
ご
案
内

　

文
化
探
究
会
見
学
会
は
、奈
良
県
の
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
方
面
に
出
か
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
平
城
宮
跡
内
に
あ
る「
平
城
宮
い

ざ
な
い
館
」を
見
学
。ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に

て
、時
空
を
超
え
て
奈
良
時
代
の
平
城
京
を
体

感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る「
な
ら
和

み
館
」で
和
食
の
ラ
ン
チ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

午
後
は
、「
福
寿
園
Ｃ
Ｈ
Ａ
遊
学
パ
ー
ク
」で

石
臼
を
使
っ
て
の
お
茶
挽
体
験
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
に
移
動

し
、ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
で
施
設
の
概

要
や
機
能
を
学
び
ま
す
。

開
催
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日（
火
）【
雨
天
決
行
】

集　

合　

八
時
三
十
分　

中
央
電
気
倶
楽
部
一
階　

ロ
ビ
ー

行　

程　

 

ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島（
旧
堂
島
ホ
テ
ル
）前

…
平
城
宮
い
ざ
な
い
館（
見
学
・
買
い
物
）

…
昼
食
…
福
寿
園
Ｃ
Ｈ
Ａ
遊
学
パ
ー
ク（
お

茶
挽
き
体
験
）…
国
立
国
会
図
書
館
関

西
館（
見
学
）…
ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島
前
と

大
阪
駅（
十
七
時
三
十
分
帰
着
予
定
）

定　

員　

二
〇
名（
同
伴
歓
迎
）先
着
順
と
し
ま
す
。

会　

費　

会　

員（
ご
家
族
含
む
）　

一
二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　

会
員
外

　

一
五
、〇
〇
〇
円

（
会
費
は
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。）

　
　
　

  

【
食
事
の
際
の
追
加
の
飲
み
物
は
個
人
負
担
】

申
込
み　

 

六
月
十
三
日（
火
）ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局（
更
谷
ま
で
）お
申
し
込

み
下
さ
い
。

　
　
　
　

   

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
六（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

※ 

開
催
日
の
前
々
日
以
降
は
、会
費
の
半
額
を
キ
ャ

ン
セ
ル
料
と
し
て
申
し
受
け
ま
す
。

～今回の倶楽部ならでは～
◎平城宮いざない館

ボランティアガイドによる説明があります。

◎ランチ
奈良の食材を使った和食ランチをお楽しみく
ださい。

◎福寿園CHA遊学パーク
石臼でのお茶挽き体験をお楽しみください。

◎国立国会図書館関西館
ガイドスタッフの案内で施設の機能などに
ついて学びます。
特別に書庫（バックヤード）を見学いただ
きます。
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（R5.5.末現在）

法人指定会員
1,196名

個  人  会  員
234名

創　　立：大正3年11月

建物（本館）：昭和5年竣工

会 員 数：1,430名

6 月のスケジュール ２
7 月・８月の予定

春の叙勲受賞者 4

写　真 5

講演録 6～14

倶楽部だより 15～17

同好会だより 18～19

倶楽部からのご案内 20

目　次

大ホール緞帳

毎週金曜日の午さん講演会は、下
記の要領で開催いたしております
ので、多数ご出席ください。
出席資格：倶楽部会員およびご同

伴の方、会員会社の社
員の方

時　　間：12時～１3時40分頃※
（講演12時40分～１3時40分）

場　　所：3階大食堂
食 事 代：一人会員2,200円（税込）

非会員2,500円（税込）
予　　約：不要
着　　席：自由着席
※一部開始時刻が異なる日がありますので
　ご注意下さい。

午さん講演会に
ご出席のおすすめ

六
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一

木

電
壮
会
講
演
会
（
二
一
五
号
室
）

二

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
藤
井
聡
太
と
こ
れ
か
ら
の
将
棋
界
』

将
棋
棋
士　

九
段

（
藤
井
聡
太
六
冠
※
の
大
師
匠
）※
五
月
現
在

小
林　

健
二　

氏

（
ご
注
意
下
さ
い
）※
講
演
の
開
始
時
間
が
十
一
時
に
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

三

土

撞
球
部
例
会

四

日

五

月

青
年
会
例
会

六

火

七

水

電
寿
会
（
三
一
六
号
室
）

絵
画
部
例
会

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
～

八

木

九

金

午
さ
ん
会　

講
演
『（
仮
）中
国（
三
国
時
代
）と
邪
馬
台
国
と
の
つ
な
が
り

～
魏
志
倭
人
伝
か
ら
見
る
～
』

元
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

西
川　

寿
勝　

氏

十

土

囲
碁
部
例
会

撞
球
部
清
交
社
対
抗
競
技
会
（
於 

中
央
電
気
倶
楽
部
）

十
一

日

十
二

月

十
三

火

十
四

水

ゴ
ル
フ
部
例
会
（
大
阪
G
C
）

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
～

十
五

木

十
六

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
コ
ロ
ナ
後
の
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
状
況
と

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
今
後
に
つ
い
て
』

株
式
会
社
Ｖ
Ｉ
Ｔ　

Ｊａｐ
ａｎ

代
表
取
締
役　
　
　

  　
　
　

 　

猪
谷　

太
栄　

氏

十
七

土

い
な
づ
ま
句
会
（
三
一
七
号
室
）

初
・
中
級
者
向
け
囲
碁
教
室
（
十
時
～
十
二
時
・
二
〇
五
号
室
）

囲
碁
部
指
導
日

十
八

日

十
九

月

二
十

火

文
化
探
究
会
見
学
会
（
平
城
宮
跡
、
国
立
国
会
図
書
館 

他
）

二
十
一

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
～

二
十
二

木

二
十
三

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
完
全
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
事
業
を
起
点
と
し
た

社
会
課
題
解
決
の
取
り
組
み
』

海
幸
ゆ
き
の
や
合
同
会
社

代
表
職
務
執
行
者　
　

   　
　
　

秋
田　
　

亮　

氏

二
十
四

土

将
棋
部
例
会
（
指
導
な
し
）

二
十
五

日

二
十
六

月

二
十
七

火

二
十
八

水

社
交
ダ
ン
ス
部
例
会
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
～

二
十
九

木

三
十

金

午
さ
ん
会　

講
演
『（
仮
）中
央
電
気
倶
楽
部　

建
物
の
魅
力
に
つ
い
て

～
建
築
史
学
か
ら
み
た
見
所
ガ
イ
ド
～
』

京
都
華
頂
大
学

教
授　
　
　
　
　
　

     　
　

 　

川
島　

智
生　

氏

※
予
定
変
更
の
場
合
は
改
め
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

八
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

◎
八
月
四
日
（
金
）
休
会

◎
八
月
十
一
日
（
金
）
休
館

◎
八
月
十
八
日
（
金
）

　

ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会

　

『
樺
太 

一
九
四
五
年 

夏　

氷
雪
の
門
』（
一
〇
九
分
）

主
演　

二
木
て
る
み

◎
八
月
二
十
五
日
（
金
）
休
会

　

会
員
感
謝
祭
開
催

　

詳
細
は
十
六
頁
参
照

七
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

公
開
講
演
会

◎
八
月
八
日
（
火
）

　

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
十
分
（
五
階
大
ホ
ー
ル
）

　

講
演
『
台
湾
有
事
と
日
本
の
課
題
』

　
　
　
　
　
　

元
航
空
自
衛
隊　

空
将
、

　
　
　
　
　
　

麗
澤
大
学　

特
別
教
授	
織お
り
た田　

邦
男　

氏

◎
七
月
七
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
戦
争
経
験
か
ら
見
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
』

　
　
　
　
　
　

日
本
ク
ロ
ア
チ
ア
交
流
協
会

理
事
長　
　
　
　

 　
　

 　

山
崎　

エ
レ
ナ　

氏

◎
七
月
十
四
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）運
輸
安
全
の
観
点
か
ら
見
た

知
床
観
光
船
沈
没
事
故

～
確
認
さ
れ
た
事
実
と
対
策
～
』

　
　
　
　
　
　

関
西
大
学　

社
会
安
全
学
部

名
誉
教
授　
　
　
　

 　
　

 　

安
部　

誠
治　

氏

◎
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　

映
画
鑑
賞
『
黒
部
の
太
陽
』（
十
五
頁
参
照
）主演　

三
船　

敏
郎

石
原
裕
次
郎

監
督　

熊
井　
　

啓

※
映
画
は
五
階
ホ
ー
ル 

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映
（
約
三
時
間
）

◎
七
月
二
十
八
日
（
金
）

　

講
演
『
Ａ
Ｉ
の
急
激
な
進
化
が
変
え
る
世
界

～
待
っ
た
な
し
の
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
～
』

　
　
　
　
　
　

関
西
学
院
大
学

副
学
長・情
報
化
推
進
機
構
長 

巳
波　

弘
佳　

氏
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「紫陽花と棚田」　  個人会員　土田　博　君

　

昨
年
吉
野
へ
行
く
途
中
、大
阪
府
で
唯
一
の
村

で
あ
り
人
口
が
最
も
少
な
く
、楠
木
正
成
の
出
身

地
と
し
て
知
ら
れ
、役
行
者
が
修
行
し
た
と
言
わ

れ
る
金
剛
山
や
棚
田
な
ど
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
歴

史
と
観
光
の
千
早
赤
坂
村
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
度
訪
れ
ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
写
真
部
員　

土
田　

博
）

令
和
五
年
度
　
春
の
叙
勲
受
章
者
芳
名

叙　
　

勲

旭　

日　

中　

綬　

章

個
人
会
員

元
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

元
東
洋
紡
績
株
式
会
社
　
専
務
取
締
役

伊
　
藤
　
周
　
雄
　
殿

ご
受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
一
同
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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～
は
じ
め
に
～

　

本
日
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
訓
」
と
題

し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
か
ら
一
年
以
上

が
経
過
し
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
我
々

が
そ
こ
か
ら
何
を
教
訓
と
し
て
受
け
取
る

べ
き
な
の
か
、
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
一
年
前
の
状
況
か

ら
振
り
返
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

～
誰
も
が
見
通
し
を
間
違
え
た
～

　

ひ
と
つ
め
は
「
誰
も
が
見
通
し
を
間
違

え
た
」
と
い
う
点
で
す
。

　

象
徴
的
だ
っ
た
の
は
侵
攻
が
始
ま
っ
た

昨
年
二
月
に
生
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
「
日
曜
討
論
」
と
い
う
番
組
で
す
。
元

外
交
官
、
大
学
教
授
と
い
っ
た
肩
書
を
持

つ
方
々
が
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
持
論

を
展
開
し
ま
し
た
が
、
侵
攻
を
予
測
し
た

方
は
ひ
と
り
も
お
ら
れ
な
か
っ
た
ど
こ
ろ

か
、
七
、八
人
全
員
が
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の

単
な
る
ブ
ラ
フ
（
脅
し
）
で
あ
り
、
侵
攻

は
な
い
と
い
う
見
通
し
ま
で
立
て
て
い
ま

し
た
。
東
京
大
学
で
専
任
講
師
を
務
め
て

い
る
小
泉
悠
氏
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣
接
部

に
侵
攻
で
き
る
だ
け
の
兵
器
、
部
隊
が
す

で
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
て
中
立

的
な
見
方
を
し
た
の
が
唯
一
の
例
外
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
番
組
が
放
送
さ
れ
る

ま
で
の
時
点
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
、
ア
メ
リ
カ
の

国
防
長
官
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
同
じ

立
場
の
人
物
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｉ

Ａ
長
官
、
イ
ギ
リ
ス
の
諜
報
機
関
の
ト
ッ

プ
等
々
が
相
次
い
で
「
数
週
間
以
内
に
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
。
そ
の

具
体
的
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
情
報
）

を
手
に
し
た
。」
と
発
言
し
て
お
り
、
そ

の
時
点
か
ら
、
わ
た
し
は
「
当
然
、
ロ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
だ
ろ
う
。」

と
み
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
ロ
シ
ア
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
ロ
シ
ア
を
敵
視
す
る
ア
メ
リ
カ
の
陰
謀

論
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
い
続
け
て
い
ま
し

た
。
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
展
開
し
て
い
た

部
隊
に
つ
い
て
も
「
演
習
の
た
め
」
と
言

い
張
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
は
侵
攻
に

足
る
だ
け
の
兵
力
増
強
を
着
々
と
進
め
、

そ
し
て
二
月
二
十
四
日
に
侵
攻
に
至
り
ま

し
た
。

　

侵
攻
す
る
な
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
ま
で

の
こ
の
期
間
だ
ろ
う
と
わ
た
し
は
に
ら
ん

で
い
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
よ
り
も

前
に
出
版
さ
れ
た
『
新
し
い
地
政
学
』
と

い
う
専
門
書
に
、「
ロ
シ
ア
の
武
装
集
団

が
ク
リ
ミ
ア
に
展
開
し
た
の
は
ソ
チ
五
輪

と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
休
み
期
間
だ
っ

た
」、「
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
程
を
考
慮
し
て
計
画
さ
れ

た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
事

実
、
そ
の
前
も
含
め
れ
ば
、
ロ
シ
ア
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
を
利
用
し
て
他
へ
の
侵

攻
を
開
始
し
た
の
は
三
回
目
と
な
り
ま

す
。
侵
攻
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
な
ら

ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
北
京
五
輪
の
「
中

休
み
期
間
」
中
、
二
月
二
十
四
日
が
一
番

あ
り
得
る
と
、
素
直
に
そ
う
踏
ん
だ
か
ら

で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
台
湾
有
事
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
今
回
は
み

ん
な
が
み
ん
な
、
見
通
し
を
間
違
っ
て
い

た
。
一
年
前
、
公
共
放
送
の
番
組
の
な
か

で
、
出
席
者
の
誰
も
が
今
の
よ
う
な
事
態

に
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

次
は
、
い
ざ
侵
攻
が
開
始
さ
れ
て
か
ら

で
す
。

　

侵
攻
が
始
ま
っ
た
時
、
識
者
と
い
わ
れ

る
人
た
ち
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
首
都
は
十
日
で
陥
ち
る
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
テ
レ
ビ

に
出
て
い
る
識
者
た
ち
は
そ
ん
な
発
言
は

し
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
「
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
長
期
化
す
る
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
識
者
た
ち

の
前
科
あ
り
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
言
え
ば
、
最
初
は
番
組
や
テ
レ

ビ
局
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
ロ
シ
ア
軍
に

は
何
百
両
の
戦
車
が
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
の
保
有
数
は
そ
れ
に
及
ば
な
い
と
い
う

ふ
う
に
数
を
並
べ
立
て
、「
ロ
シ
ア
軍
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
戦
力
差
は
歴
然
と
し
て

い
る
。
首
都
も
十
日
で
陥
ち
る
だ
ろ
う
し
、

し
た
が
っ
て
こ
の
戦
争
が
長
引
く
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
一
瞬
で
ロ
シ
ア
に
制
圧

さ
れ
て
終
結
す
る
。」
と
い
う
報
道
を
し

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
一
年
前
は
、
今

現
在
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

が
報
じ
て
い
る
こ
と
と
は
正
反
対
の
こ
と

を
、
全
員
が
言
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
、

わ
た
し
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

見
通
し
を
間
違
え
た
、
間
違
え
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
終
わ
ら
な
い
重
大
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
昨
春
の
東
京
大
学
入

学
式
で
、
来
賓
と
し
て
演
台
に
立
っ
た
女

性
映
画
監
督
が
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
の
正
義

と
い
う
も
の
を
語
り
ま
し
た
。
こ
の
戦

争
、
全
然
終
わ
ら
な
い
ぞ
、
ど
う
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
と
、
み
ん
な
が
み
ん
な

様
々
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
な
か
で
、
日

本
人
の
女
性
監
督
が
日
本
人
の
東
大
新
入

生
を
前
に
ロ
シ
ア
の
正
義
を
語
っ
た
。
そ

の
上
で
、
彼
女
は
日
本
人
の
学
生
た
ち
に

向
か
っ
て
「
わ
た
し
た
ち
の
国
が
ど
こ
か

の
国
を
侵
攻
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

潮　匡人 氏  プロフィール
略　歴	 1960年	青森県生まれ
	 	 	 	 	 　	早稲田大学法学部卒
	 	 	 	 	 　	同大学大学院法学研究科博士前期課程修了
	 	 	 	 	 　	（法学修士）
	 	 	 	 	 　	東京放送（TBS）契約社員を経て、
	 	 	 83年	旧防衛庁・航空自衛隊に入隊
	 	 	 	 	 　	航空教育隊区隊長、第304飛行隊付幹部、
	 	 	 	 	 　	大学院研修、
	 	 	 	 	 　	航空総隊司令部幕僚（総務課兼防衛課）、
	 	 	 	 	 　	長官官房広報課（対外広報）等歴任
	 	 	 94年	３等空佐で退官
	 	 	 	 	 　	クレスト社書籍編集部副編集長
	 	 	 98年	国際研究奨学財団（現東京財団）顧問
	 	 	 99年	社会基盤研究所（旧長銀総研）客員研究員
	 2000年	聖学院大学政治経済学部専任講師
	 	 	 	 	 　	防衛庁広報誌編集長、帝京大学准教授、
	 	 	 	 	 　	拓殖大学客員教授等を歴任後、現職

ＴＶ出演	 ワールドビジネスサテライト（テレビ東京）等
	 TV・ラジオ番組への出演多数

著書等	 『誰も知らない憲法９条』（2017年	新潮新書）
	 『安全保障は感情で動く』（2017年	文春新書）　
	 『ウクライナの教訓』(2022年	扶桑社)　等多数
	 （尾崎行雄記念財団「咢堂ブックオブザイヤー2022」受賞）
	 ※人気コミック「空母いぶき」（小学館）シリーズに協力

午
さ
ん
会
講
演
録

ア
ゴ
ラ
研
究
所　

フ
ェ
ロ
ー

（
公
財
）国
家
基
本
問
題
研
究
所

客
員
研
究
員

潮　

匡
人  

氏

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
訓

パ
シ
フ
ィ
ズ
ム
が
日
本
を
滅
ぼ
す
』
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こ
と
に
も
思
い
を
馳
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
ま
で
言
い
放
つ
。
と
ん
で
も
な
い

と
こ
ろ
に
話
を
広
げ
、
自
分
の
政
治
的
主

張
を
延
々
と
語
っ
た
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
の
数
だ
け
、
あ
る
い
は

国
の
数
だ
け
正
義
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
こ
の
事
態
は
ロ
シ
ア
が
悪
い
の
は

誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
、
仮
に
ロ
シ
ア
に

正
義
が
一
%
ほ
ど
あ
っ
た
と
し
て
も
、

少
な
く
と
も
彼
女
は
そ
う
い
う
言
い
方
を

し
な
か
っ
た
。
わ
が
国
は
こ
の
こ
と
を
強

く
指
弾
す
べ
き
で
し
た
し
、
わ
た
し
自
身
、

そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
悔
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
最
高
学
府
の
入
学
式
で
、

そ
れ
も
東
京
大
学
で
語
ら
れ
る
べ
き
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
件
を
傍
観
者
の
よ
う

に
み
て
、
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
だ
、
ロ
シ
ア

も
悪
い
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
あ
そ
こ
ま
で

抵
抗
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
っ
て
い
る
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
が
徹
底
抗
戦
を
し
て
い
る
た
め

に
一
般
市
民
を
含
め
た
犠
牲
者
が
増
え
て

い
る
。
そ
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
弁
じ
る
大
学
の
教
授
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
抵
抗
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
国
際
法
上
で
認
め
ら
れ
て
い
る
自
衛

権
を
行
使
し
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
う
い
う
論
、
そ
う
い
う
考
え
方
は
そ

の
教
授
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
そ
の
様
な
暴
論
が
こ

の
一
年
間
、
語
り
続
け
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
こ
と
を
ま
ず
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
訓
と
し

て
捉
え
、
こ
こ
か
ら
匡
し
て
い
か
な
け
れ

ば
日
本
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
「
ロ
シ
ア
に
も
正
義
は
あ
る
」
と
い
っ
て

し
ま
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
何
の
援
助

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
す

が
に
政
府
に
そ
ん
な
考
え
は
な
く
、
特
に

岸
田
首
相
は
虐
殺
が
起
き
た
ブ
チ
ャ
を
実

際
に
視
察
し
、
思
い
を
強
く
新
た
に
さ
れ

た
よ
う
に
み
え
ま
す
。
と
は
い
え
、
Ｇ
７

の
な
か
で
日
本
だ
け
が
殺
傷
能
力
を
持
つ

装
備
品
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
し
て
お
ら

ず
、
自
衛
隊
の
保
有
す
る
も
の
を
供
与
す

る
と
い
っ
た
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
支
援
を

政
府
は
検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
そ
の
声
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
抵
抗
し
て
い
る
か
ら
戦
争
が
長
引
い
て

い
る
の
だ
と
い
っ
て
い
る
人
た
ち
に
は
、

力
が
強
い
者
が
勝
つ
よ
う
な
国
際
社
会
を

肯
定
す
る
の
か
と
逆
に
問
い
た
い
。
こ
れ

が
今
日
、
わ
た
し
が
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ

た
い
こ
と
の
根
幹
で
す
。

～
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が

見
通
し
を
誤
っ
た
理
由
～

　

こ
れ
ま
で
お
話
を
し
て
き
た
よ
う
に
見

通
し
を
誤
っ
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理

由
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
論
壇
の
ロ
シ
ア
ン
ス
ク
ー

ル
で
す
。
た
と
え
ば
、
英
語
よ
り
も
ロ
シ

ア
語
が
得
意
だ
と
い
う
場
合
、
ど
う
し
て

も
ロ
シ
ア
の
様
々
な
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
精

通
し
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、
地
域
研
究
家

や
学
者
が
対
象
と
す
る
も
の
を
深
く
研
究

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
こ
に
の
め
り
込
ん

で
い
く
こ
と
に
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

出
の
小
泉
悠
氏
の
よ
う
に
、
妻
が
ロ
シ
ア

人
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

小
泉
氏
の
よ
う
に
、
公
共
放
送
に
出
演

し
た
と
き
に
は
切
り
分
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
ロ
シ

ア
側
が
悪
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
わ
た
し
は
問
題
を
感
じ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
て
、「
プ
ー
チ

ン
さ
ん
は
ね
、
人
情
家
な
ん
で
す
よ
」
と

国
会
で
発
言
し
た
某
議
員
の
よ
う
な
方
も

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
た
と
え
ば
自

分
の
家
族
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
り
、
ロ

シ
ア
か
ら
何
ら
か
の
利
権
を
得
て
い
た

り
、
あ
る
い
は
単
に
ロ
シ
ア
が
好
き
だ
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
ろ
う
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
こ

の
一
年
間
、
一
貫
し
て
ロ
シ
ア
の
代
弁
者

と
も
い
え
る
発
言
を
続
け
て
き
た
。
必
ず

し
も
公
正
中
立
の
立
場
で
振
る
舞
っ
て
い

る
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
わ

た
し
た
ち
が
ひ
と
つ
の
教
訓
と
し
て
学
ぶ

べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
は
防
衛
研
究
所
の
研
究
員

が
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
頻
繁
に
コ
メ
ン
ト

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

彼
ら
は
自
衛
官
で
は
な
く
、
正
式
名
称

は
「
防
衛
省
教
官
」
で
あ
り
、
わ
か
り
や

す
く
い
え
ば
、
学
者
、
研
究
者
で
す
。
し

か
も
、
こ
の
問
題
で
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る

方
々
は
ロ
シ
ア
の
専
門
家
で
は
あ
っ
て
も

軍
事
の
専
門
家
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
軍

事
に
つ
い
て
も
詳
し
い
高
橋
杉
雄
氏
な
ど

は
例
外
な
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、

頻
繁
に
テ
レ
ビ
に
出
て
い
て
も
、
軍
事
の

本
質
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
い
う
方
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
曜

討
論
」
で
「
ロ
シ
ア
が
撃
ち
込
ん
だ
ミ
サ

イ
ル
は
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
で
、
す
ご
い

威
力
の
あ
る
も
の
だ
」
と
言
い
、
テ
ロ
ッ

プ
も
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
即
座
に
異
論
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。
極
超
音
速
兵
器
は
、
定
義
上
、

マ
ッ
ハ
五
を
超
え
て
飛
ぶ
ミ
サ
イ
ル
を
い

い
、
そ
れ
で
い
え
ば
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は

全
部
極
超
音
速
に
な
り
ま
す
。
北
朝
鮮
に

し
て
も
、
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
た
び
に
「
極

超
音
速
兵
器
を
」
な
ど
と
は
い
い
ま
せ
ん

し
、
日
本
も
「
北
朝
鮮
が
極
超
音
速
兵
器

を
撃
っ
た
」
と
騒
ぎ
は
し
ま
せ
ん
。
北
朝

鮮
が
「
極
超
音
速
兵
器
を
」
と
発
表
し
て

撃
っ
て
い
る
も
の
は
マ
ッ
ハ
二
〇
近
い
速

度
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
マ
ッ
ハ
一
〇
以

上
で
変
則
軌
道
す
る
ミ
サ
イ
ル
で
す
。
現

状
の
自
衛
隊
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
軍
の

能
力
で
は
事
実
上
迎
撃
不
可
能
な
も
の
に

だ
け
、
北
朝
鮮
は
「
極
超
音
速
」
と
い
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ロ
シ
ア
が
使
用
し
た
ミ
サ
イ
ル
は
「
キ

ン
ジ
ャ
ー
ル
」
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ

を
ロ
シ
ア
が
「
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
だ
」

と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
防
衛
省
教
官

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
真
に
受
け
て
い
ま
だ
に
大
騒

ぎ
し
て
い
る
の
で
す
。

　

細
か
な
兵
器
の
話
は
と
も
か
く
、
わ
た

し
が
申
し
上
げ
た
い
の
は
軍
事
の
本
質
で

す
。

　

軍
事
の
本
質
と
は
人
の
命
の
や
り
取
り

を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
命
の
や
り
取
り
で

重
要
な
こ
と
は
、
最
前
線
の
兵
士
が
実
際

に
銃
爪
を
引
く
と
き
、「
こ
れ
は
正
し
い
行

為
だ
」
と
確
信
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
そ
れ
が
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
戦
車
の
車
両
数
で
比
べ
た
り
、

単
な
る
武
器
武
具
の
数
量
差
で
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
結
果
を
推
し
量
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
一
年
前
、
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
見
通
し
を
間
違
え
た

理
由
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

わ
た
し
の
見
立
て
で
い
え
ば
、
ロ
シ
ア

に
正
義
は
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
正
当
な

防
衛
戦
争
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ほ
う
が
高
い
士
気
を
有
し
て
い
る

に
決
ま
っ
て
い
て
、
イ
ヤ
イ
ヤ
駆
り
出
さ

れ
た
ロ
シ
ア
の
兵
士
は
ロ
ク
な
働
き
を
し

な
い
。
見
立
て
通
り
の
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
国
境
を

超
え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
突
入
し
て
い
く
と
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き
、
ロ
シ
ア
軍
の
小
隊
長
に
部
下
が
質
問

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
、
演
習
で
す
よ
ね
？
」

　

演
習
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
瞬
間
、
彼

ら
は
「
騙
さ
れ
た
」
と
思
い
ま
す
。

　
「
大
丈
夫
だ
、
大
丈
夫
だ
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
兵
な
ん
て
ヘ
ナ
チ
ョ
コ
だ
か
ら
、
一
瞬

で
ひ
ね
り
つ
ぶ
せ
る
。
つ
い
て
こ
い
。」

　
「
あ
い
つ
ら
は
戦
う
気
な
ど
な
い
。
我
々

を
、
む
し
ろ
歓
迎
し
て
い
る
ぞ
。」

　
「
ナ
チ
ス
化
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
正

義
を
取
り
戻
す
た
め
の
戦
い
だ
。」

　

そ
ん
な
こ
と
を
い
わ
れ
な
が
ら
、
ロ
シ

ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
聞
い
て
い
た
話
と
は
ま
っ
た
く

違
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
死
物
狂
い
で
抵
抗

し
ま
す
。

　
「
小
隊
長
、
話
が
違
い
ま
す
よ
！
」

　

や
が
て
部
下
た
ち
は
、
こ
ん
な
小
隊
長

に
つ
い
て
い
け
ば
死
ぬ
だ
け
だ
と
思
い
、

勝
手
な
判
断
で
逃
げ
出
し
、
投
降
を
始
め

ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
戦
術
的
、
軍

事
的
な
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
投

降
し
て
み
た
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
自
分

た
ち
を
も
の
す
ご
く
丁
重
に
扱
っ
て
く
れ

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
お
金
ま
で
く
れ
る
。

　

わ
た
し
が
某
国
情
報
と
し
て
当
初
聞
い

た
話
に
よ
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
が
ダ

ム
を
破
壊
し
て
決
壊
さ
せ
、
流
域
を
沼

地
化
し
て
戦
車
の
進
行
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら

せ
る
。
そ
う
し
て
先
頭
の
戦
車
が
停
ま
れ

ば
、
続
く
戦
車
隊
も
列
を
な
し
て
停
止
し

て
い
く
。
そ
こ
へ
上
空
か
ら
対
戦
車
ミ
サ

イ
ル
な
ど
を
撃
ち
込
み
、
戦
車
部
隊
を
壊

滅
さ
せ
る
。
結
果
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都

を
十
日
で
陥
と
す
ど
こ
ろ
か
、
ロ
シ
ア
軍

は
あ
っ
さ
り
逃
げ
帰
っ
て
い
く
に
違
い
な

い
と
い
う
話
で
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
た
し

が
当
初
に
見
立
て
て
い
た
と
お
り
の
内
容

で
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
戦
闘
状
態
が
一
年
以
上
続

い
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
な
か
に

も
、
そ
ろ
そ
ろ
厭
戦
気
分
が
広
が
っ
て
い

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
実
際
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
内
で
嫌
が
る
青
年
を
両
脇
か
ら

抱
え
、
強
制
的
に
徴
兵
し
て
い
く
映
像
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
側
に
も
士
気
の
問
題
が
出
て
く
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
今
後
の
戦
局
の
見
通
し
は

な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

～
航
空
戦
力
は
掛
け
算
の
世
界
～

　

専
門
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
航
空
戦

力
の
話
を
し
ま
す
。
出
撃
し
て
ミ
サ
イ
ル

を
撃
ち
尽
く
せ
ば
、
基
地
に
戻
っ
て
ミ
サ

イ
ル
を
再
搭
載
し
、
燃
料
を
補
給
し
て
再

び
出
撃
す
る
。
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
の
空
軍

の
姿
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
訓
練
を
各
国

の
空
軍
は
日
頃
か
ら
行
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
技
量
向
上
訓
練
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
ミ
サ
イ
ル
を
す
べ
て
撃

ち
尽
く
し
て
か
ら
再
び
の
出
撃
に
要
す
る

時
間
が
一
分
一
秒
で
も
短
い
ほ
う
が
強
い

空
軍
に
な
る
。
戦
闘
機
は
飛
ば
な
い
と
戦

力
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
に
陸
上
戦
力
は
足
し
算
の
世
界

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
歩
兵
が
何
人
減
っ
た
、

だ
か
ら
何
人
の
補
充
を
し
よ
う
と
い
う
計

算
が
少
な
く
と
も
机
上
で
は
成
り
立
ち
ま

す
。
空
の
世
界
は
違
い
ま
す
。
航
空
戦
力

は
掛
け
算
の
世
界
で
す
。
ゼ
ロ
を
掛
け
れ

ば
、
答
え
は
必
ず
ゼ
ロ
に
な
る
。
航
空
機

が
地
上
に
あ
る
限
り
、
戦
力
は
ゼ
ロ
で
す
。

飛
び
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
戦
闘
機
は
最
大
で
も
八
発
の
ミ
サ
イ
ル

し
か
搭
載
で
き
ず
、
す
べ
て
撃
ち
尽
く
せ

ば
、
戦
力
は
ゼ
ロ
で
す
。

　

も
の
す
ご
い
性
能
の
最
新
鋭
戦
闘
機
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
操
縦
で
き
る
者
が
い

な
け
れ
ば
戦
力
は
ゼ
ロ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
反
対
も
起
こ
り
え
ま
す
。
ピ
カ
イ
チ

の
技
量
を
有
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
て

も
、
出
撃
か
ら
再
出
撃
ま
で
の
タ
ー
ン
ア

ラ
ウ
ン
ド
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
れ
ば
、

そ
の
時
点
で
戦
力
は
ゼ
ロ
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
制
空
権
」
な
ど
と
い

う
、
あ
た
か
も
地
面
を
制
圧
す
る
か
の
よ

う
な
感
覚
で
話
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん

な
感
覚
で
第
何
世
代
の
戦
闘
機
を
何
機

保
有
し
て
い
る
云
々
な
ど
と
発
想
す
る
か

ら
、
ロ
シ
ア
が
一
瞬
で
勝
つ
と
い
う
誤
解

を
招
き
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
圧
倒
的

な
軍
事
力
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
完

全
に
空
を
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
。
現
に
ロ
シ
ア
は
制
空
権
を
と
れ
て
い

な
い
ど
こ
ろ
か
航
空
優
勢
す
ら
も
と
れ
て

い
な
い
。
普
通
の
国
な
ら
、
こ
ん
な
こ
と

子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

の
日
本
は
、
平
和
教
育
は
行
な
っ
て
い
て

も
、
わ
た
し
が
今
話
し
て
き
た
よ
う
な
事

例
を
学
校
で
教
え
る
こ
と
は
な
い
。
あ
る

と
す
れ
ば
、
防
衛
大
学
校
だ
け
で
す
。
東

京
大
学
で
も
安
全
保
障
論
を
教
わ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
軍
事
学
を
教
わ
る
こ
と
は

な
い
。
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
「
軍
事
学
」

と
い
う
名
称
を
忌
避
し
て
い
る
た
め
に
、

日
本
国
民
は
軍
事
を
学
ぶ
機
会
を
保
障
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
湾
岸
戦
争
の
と

き
も
、
今
わ
た
し
が
話
し
て
き
た
よ
う
な

こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
て
、
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
、
み
ん
な
が
「
戦
争
に
は
な
ら
な
い
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
こ
と
を
昨
年

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
も
繰
り
返
し
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

～
日
本
の
安
全
保
障
に
与
え
た
教
訓
～

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
日
本
の
安
全
保
障

に
与
え
た
教
訓
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
「
安
全
保
障
は
感
情
で
動
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

北
朝
鮮
は
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま

で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
た
び
に
、
そ

の
具
体
的
な
性
能
に
つ
い
て
発
表
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
北
朝
鮮
の

発
表
す
る
も
の
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
言

及
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
例

外
な
く
北
朝
鮮
の
戦
力
、
能
力
を
過
小
評

価
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
二
〇
一
七
年
、
北
朝
鮮
が
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｍ
を
撃
っ
た
と
き
、
日
本
国
民
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
い
う
コ
メ
ン
ト
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
ロ
ケ
ッ
ト
の
航
跡
を
み
れ

ば
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
が
、
そ
こ
に
核
弾
頭
を
積
め
る
能
力

が
あ
る
か
と
い
え
ば
疑
問
で
あ
る
。」、「
核

弾
頭
積
載
の
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
北
朝
鮮
は
ま
だ
大
気
圏
に
再
突
入

さ
せ
る
技
術
を
持
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
。」

等
々
、
こ
の
二
十
年
間
、
こ
と
ご
と
く
読

み
を
間
違
え
て
き
ま
し
た
し
、
今
も
そ
れ

は
同
じ
で
す
。

　

二
〇
一
七
年
一
月
一
日
、金
正
恩
が
「
年

内
に
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
完
成
さ
せ
る
」
と
発
表

し
た
と
き
も
、
日
本
の
防
衛
省
も
ア
メ
リ

カ
政
府
も
北
朝
鮮
の
能
力
を
過
小
評
価
し

ま
し
た
。
こ
の
発
表
を
受
け
た
当
時
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
I
t 

w
o
n‘
t 

h
a
p
p
e
n
（
そ
ん
な
こ

と
は
起
こ
り
得
な
い
）」
と
書
き
込
み
ま

し
た
が
、
わ
た
し
は
同
年
、
文
春
新
書
か

ら
出
版
し
た
『
安
全
保
障
は
感
情
で
動
く
』

と
い
う
北
朝
鮮
問
題
に
言
及
し
た
本
の
な

か
で
、「
本
年
中
に
北
朝
鮮
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

を
完
成
さ
せ
る
」
と
書
き
入
れ
ま
し
た
。

金
正
恩
の
肩
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
は
で
き
も
し
な
い
こ
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と
を
い
っ
た
り
し
な
い
し
、
そ
れ
ま
で
に

積
み
重
ね
て
き
た
技
術
、
能
力
を
み
れ
ば
、

当
然
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
完
成
さ
せ
る
だ
け
の
能

力
は
あ
る
。
実
際
、
そ
の
通
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
朝
鮮
に
高
度
な
軍

事
的
能
力
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
あ

ま
り
関
係
な
く
、
金
正
恩
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
認
識
し
、
ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

普
通
に
考
え
て
、
金
正
恩
は
間
違
い
な

く
、
多
少
の
欠
陥
が
あ
っ
て
も
「
わ
が
軍

は
完
璧
な
能
力
を
有
し
て
い
る
」
と
思
っ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、「
我
々
の
核
が
怖
く
て
ア
メ
リ
カ
は
手

出
し
で
き
な
い
」
と
高
を
く
く
る
。
高
を

く
く
れ
ば
、
韓
国
に
攻
め
入
ろ
う
と
い
う

強
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
て
も
何
ら
の
不
思
議

は
な
い
と
わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
す
。
北

朝
鮮
に
限
ら
ず
ど
の
国
で
も
で
す
が
、
そ

の
国
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
が
圧
倒
的
に
重
要
な
の
で
す
。

　

結
局
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
ま
で
も
な

く
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
考
え
て
み
て

も
、
基
本
的
に
は
何
か
の
勘
違
い
で
あ
っ

た
り
、
誰
か
の
思
い
込
み
で
あ
っ
た
り
、

あ
い
つ
は
許
せ
な
い
と
い
う
感
情
で
あ
っ

た
り
で
人
間
は
戦
争
を
す
る
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
い
ま
流
行
り
の
地
政
学
で
あ
っ

た
り
、
客
観
的
な
要
素
も
無
視
は
で
き
な

い
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
客
観
的

に
物
事
や
現
象
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
人

た
ち
は
、
主
観
的
な
要
素
と
い
う
も
の
を

あ
ま
り
に
過
小
評
価
し
て
き
た
と
、
わ
た

し
は
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
少

な
く
と
も
こ
の
一
年
間
、
ロ
シ
ア
側
の
戦

意
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は

士
気
規
律
と
も
に
高
か
っ
た
と
い
う
理
由

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
の
見
通
し
が
間

違
っ
て
い
た
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
の
で

す
か
ら
。

　

次
の
教
訓
は
「
日
米
同
盟
の
非
代
替
性
」

で
す
。
日
米
同
盟
は
他
の
何
か
に
よ
っ
て

代
替
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軍
事

に
絞
っ
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
今
回
の
事
態

に
な
っ
た
理
由
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
加
盟
国

で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
も
な

か
っ
た
と
い
う
点
が
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー

を
占
め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
な
事
態
が

日
本
で
直
ち
に
起
き
る
こ
と
は
、
基
本
的

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
日
本
が
大
き
く
違
う
の

は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ロ
シ
ア
で
あ
れ
中
国

で
あ
れ
、
ま
た
は
北
朝
鮮
で
あ
れ
、
こ
れ

は
無
視
で
き
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
次
の
違
い
は
、
日
本
は
島
国
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

陸
続
き
の
ロ
シ
ア
か
ら
侵
攻
さ
れ
た
よ
う

な
こ
と
は
軍
事
的
、
物
理
的
に
不
可
能
で

す
。
つ
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
件
で
わ

が
国
に
軍
事
的
な
教
訓
を
与
え
る
も
の
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
直
接
的
に
は
「
だ
か
ら

こ
そ
日
米
同
盟
は
維
持
強
化
す
べ
き
」
と

い
う
当
た
り
前
の
結
論
に
帰
着
す
る
。
わ

た
し
は
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
の
教
訓
は
、
最
新
版
の
国
家
安

全
保
障
戦
略
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岸
田
内
閣
は
様
々
な
批
判
を
受
け
な
が
ら

も
、
最
新
版
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
な

か
に
反
撃
能
力
を
含
め
た
も
の
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
反
撃
能
力
は
憲

法
違
反
だ
、
専
守
防
衛
で
は
な
い
と
論
じ

て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
読
み
取
っ
て

も
ら
い
た
い
の
は
、
ひ
と
つ
は
「
国
際
社

会
は
時
代
を
画
す
る
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
相
互
依

存
の
み
に
よ
っ
て
国
際
社
会
の
平
和
と
発

展
は
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
」
と
い
う
部
分
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、「
わ
が
国
は
戦
後
最

も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
直
面

し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
り
、
国
際
秩
序
を
形
成
す
る

ル
ー
ル
の
根
幹
が
い
と
も
簡
単
に
破
ら
れ

た
。
同
様
の
深
刻
な
事
態
が
、
将
来
、
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
発
生
す
る
可
能
性
は
排
除
さ
れ

な
い
」
と
い
う
部
分
で
す
。「
わ
が
国
は

戦
後
最
も
厳
し
く
、
複
雑
な
安
全
保
障
環

境
に
直
面
し
て
い
る
」
の
部
分
は
、
今
回

初
め
て
出
て
き
た
表
現
で
す
。「
と
り
わ

け
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
発
生
す
る
可
能
性

は
排
除
さ
れ
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
排

除
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
「
可
能
性
は
高
い
」

と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
、
わ
た
し
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
新
版
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
で
は
、

ロ
シ
ア
の
こ
と
を
「
国
連
常
任
理
事
国
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
し
た
こ
と
を
、
中
国
も
ど

こ
か
の
国
に
、
つ
ま
り
は
東
ア
ジ
ア
の
国

に
対
し
て
行
な
う
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
こ
そ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
訓
と
し

て
我
々
が
学
ぶ
べ
き
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

～
反
戦
平
和
主
義（
パ
シ
フ
ィ
ズ
ム
）が

日
本
を
滅
ぼ
す
～

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
の
一
番
大
き
な
教

訓
は
、
パ
シ
フ
ィ
ズ
ム
が
国
を
滅
ぼ
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
で
も
相
変
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
が

「
ロ
シ
ア
が
悪
い
の
は
わ
か
る
。
わ
か
る

け
れ
ど
も
、
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
だ
」
と
い

う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
絶
対

に
戦
争
よ
り
も
平
和
が
よ
い
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
和
と

は
、
現
状
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
現
状
の
秩
序
と
は
、
前
の

戦
争
で
勝
っ
た
側
が
形
成
し
た
も
の
、
つ

ま
り
勝
ち
組
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
秩
序

を
「
平
和
」
と
呼
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で

す
。

　

た
と
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
今
か
ら
ク

リ
ミ
ア
半
島
を
取
り
返
そ
う
と
し
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
平
和
を
破
る
行
為
な
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
戦
争
と
い
え
ば
戦
争

に
な
る
の
で
す
が
、「
二
〇
一
四
年
以
来
、

長
く
続
い
て
き
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
平
和
を

打
ち
砕
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
暴
挙
」
と
い

う
こ
と
も
で
き
た
り
し
ま
す
。

　

わ
が
国
周
辺
で
の
わ
か
り
や
す
い
例
は

台
湾
で
す
。
台
湾
が
独
立
宣
言
を
し
、
実

際
に
そ
の
方
向
へ
と
一
歩
、
二
歩
三
歩
と

踏
み
出
し
た
と
き
に
は
ど
う
な
る
か
、
想

像
が
つ
く
は
ず
で
す
。「
戦
争
よ
り
も
平

和
の
ほ
う
が
よ
い
に
決
ま
っ
て
い
る
」
と

す
る
な
ら
、
台
湾
も
独
立
宣
言
な
ど
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

や
は
り
、
そ
う
で
は
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
戦
争
と
平
和
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら

を
超
え
た
も
の
、
た
と
え
ば
正
義
と
い
っ

た
よ
り
高
次
な
価
値
に
奉
仕
す
る
た
め
に

軍
隊
は
存
在
を
し
て
い
る
と
、
わ
た
し
は

思
っ
て
い
ま
す
。
で
な
け
れ
ば
、
現
場
で

最
前
線
に
い
る
兵
士
は
銃
爪
を
引
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
自
衛
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣

さ
れ
た
と
き
、
自
衛
隊
は
何
の
手
出
し
も

で
き
ず
、
基
地
の
な
か
に
引
き
こ
も
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
、
お
そ
ら
く
は
わ

た
し
だ
け
が
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣

に
反
対
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
理
由
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も

わ
た
し
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
の
は
、
南

ス
ー
ダ
ン
で
は
政
府
軍
と
反
政
府
軍
が
諍
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い
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。

政
府
軍
が
善
で
、
反
政
府
軍
が
悪
な
ら
ば

派
遣
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
う
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
が
善
で
ど
ち
ら

が
悪
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

諍
い
の
な
か
に
自
衛
隊
が
放
り
込
ま
れ
、

実
際
に
目
の
前
で
銃
弾
が
飛
び
交
っ
て
い

る
。
一
体
ど
ち
ら
の
側
に
つ
け
ば
よ
い
の

か
、
判
断
な
ど
つ
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、
ど
ち
ら
に
銃
爪
を
引
く
に
し
て
も
、

相
当
な
た
め
ら
い
が
出
て
き
ま
す
。
実
際
、

彼
ら
は
た
め
ら
い
、
一
発
も
撃
た
ず
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
は
起
き
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
あ
え

て
理
論
的
に
、
象
徴
的
に
申
し
上
げ
る
と

す
れ
ば
、
似
た
よ
う
な
事
態
、
た
と
え
ば

中
国
と
台
湾
の
武
力
紛
争
に
面
し
た
と

き
、
そ
し
て
た
と
え
ば
、「
あ
れ
は
中
国
と

い
う
ひ
と
つ
の
国
の
な
か
で
起
き
て
い
る

争
い
で
、
日
本
が
そ
こ
へ
出
て
い
く
こ
と

は
そ
も
そ
も
と
し
て
お
か
し
い
の
だ
。」、

「
自
衛
隊
員
が
そ
こ
へ
出
て
い
く
の
は
、
ど

ち
ら
を
助
け
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。
本
当

に
台
湾
が
正
義
で
、
中
国
が
悪
な
の
か
。」

と
識
者
が
テ
レ
ビ
番
組
で
コ
メ
ン
ト
し
た

り
、「
人
の
命
を
奪
う
こ
と
に
な
る
か
ら

憲
法
九
条
に
違
反
し
て
い
る
。」
等
々
と

マ
ス
コ
ミ
が
騒
い
だ
り
し
た
と
き
、
自
衛

隊
員
の
家
庭
で
も
そ
れ
を
受
け
て
、「
お
父

さ
ん
、
本
当
に
派
遣
さ
れ
る
の
？ 

銃
を
撃

た
な
い
で
ね
、
お
父
さ
ん
。
人
殺
し
っ
て

い
わ
れ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
う

会
話
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
状
態
で
、
果
た
し
て
自
衛
隊

が
戦
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
衛
隊
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は

「
君
た
ち
は
正
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
、
彼
ら
に
確
信
を
持
た
せ
る
使
命
教
育

で
す
。
こ
れ
が
今
の
自
衛
隊
に
最
も
欠
け

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
、
わ
た
し
は
こ
の

一
年
間
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
思
い
な
が

ら
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
令
和
五
年
四
月
七
日講

演
抄
録
文
責
在
記
者
）

◎
午
さ
ん
会（
2
月
3
日
）

『
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

〜
子
も
孫
も
、そ
し
て

あ
な
た
自
身
も
〜
』

　
（
一
財
）日
本
教
育
支
援
機
構 

主
席
研
究
員

（
株
）イ
ン
グ
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン 

代
表
取
締
役

 

笹
田　

能
美�

氏

◎
午
さ
ん
会（
2
月
10
日
）

『
手
数
料
が
世
界
経
済
を
決
定
す
る

コ
ミ
ッ
シ
ョン・キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の

形
成
か
ら
現
代
ま
で
』

　

京
都
産
業
大
学　

経
済
学
部

　

教
授　
　
　
　
　

 

玉
木　

俊
明�

氏

◎
午
さ
ん
会（
2
月
17
日
）

『
緊
迫
す
る
台
湾
情
勢
と

米
中
対
立
の
行
方
』

　

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

　

総
合
国
際
学
研
究
院

　

教
授　
　
　
　

小
笠
原　

欣
幸�

氏

◎
午
さ
ん
会（
2
月
24
日
）

『
岸
田
政
権
と

統
一
地
方
選
挙
の
行
方
』

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所

　

主
幹　
　
　
　
　

 

島
田　

敏
男�

氏

会
員
数
の
状
況
と

会
員
数
維
持・増
員
の
お
願
い

午
さ
ん
会
で
映
画

「
黒
部
の
太
陽
」上
映
決
定

新
入
会
員
の
ご
紹
介

（
五
月
理
事
会
承
認
・
六
月
入
会
）

【
個
人
会
員
】

　

き　
　

��

だ　
　

ま
さ　
　

あ
き

喜　

田　

純　

章　

氏（
昭
和
五
十
五
年
生
ま
れ
）

　

現　

職	

弁
護
士（
蒼
生
法
律
事
務
所
）

	

（
紹
介
者
）
疋　

田　

孝　

純　

君

さ
い　
と
う　
　

あ
き　
　

ひ
ろ

斉　

藤　

明　

博　

氏（
昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
）

　

現　

職	

全
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

	

技
師
長

	

（
紹
介
者
）
疋　

田　

孝　

純　

君

　

た　
　

む
ら　
　

ま
さ　
　

ひ
ろ

田　

村　

雅　

博　

氏（
昭
和
二
十
八
年
生
ま
れ
）

　

現　

職	

大
阪
府
立
長
尾
高
校

	

日
本
史
担
当　

非
常
勤
講
師

	

（
紹
介
者
）
西　

牧　

隆　

利　

君

疋　

田　

孝　

純　

君

　

今
年
は
黒
部
ダ
ム
竣
工
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
記
念
し
、当
倶
楽
部
の
午
さ
ん
会
で
、

映
画「
黒
部
の
太
陽
」を
左
記
日
程
で
上
映
い
た
し

ま
す
。ご
紹
介
す
る
ま
で
も
無
く
、こ
の
映
画
は
往

年
の
大
ス
タ
ー
三
船
敏
郎
氏
、石
原
裕
次
郎
氏
他
に

よ
る
感
動
の
大
作
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、上
映
は
石
原
裕
次
郎
氏
の
ご
希
望
に
沿

い
、大
ス
ク
リ
ー
ン
で
迫
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、五
階
ホ
ー
ル（
約
百
名
程
度
鑑
賞
可
能
）に
て
行

う
予
定
で
す
。他
の
午
さ
ん
会
と
同
様
、映
画
の
み

鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
会
員
お
よ
び
同
伴
の
方
々
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、会
員
様
は
も
と
よ
り
、会
員
様
の
ご

友
人
様
に
も
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、奮
っ
て
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、何
卒
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
寄
贈
図
書

　
　
「
画
文
集　

花
の
譜
」 「
画
文
集　

続
花
の
譜
」

　
　
「
画
集　

草
木
譜
」

清
野　

蒼
花　

著

　
　
「
風
の
よ
う
に　

木
津
谷
文
吾
ス
ケ
ッ
チ
画
集
」

木
津
谷　

文
吾　

著

　

ご
寄
贈
者　
　

大
田
垣　

文
雄　

氏　

（
関
西
電
気
関
連
学
会　

理
事
長
）

　
　
「
J
R
西
日
本
三
十
年
誌
」

　

ご
寄
贈
者　
　

村
田　

貞
博　

氏　
（
個
人
会
員
）

映
画

ラ
ン
チ

開
催
日

十
二
時
四
十
分
～
十
六
時
頃

（
途
中
休
憩 

十
分
間
程
度
）

十
二
時
～
十
二
時
三
十
五
分
頃

七
月
二
十
一
日
（
金
）
午
さ
ん
会

五
階 

大
ホ
ー
ル

三
階 

大
食
堂

　

会
員
数
は
、五
月
末
現
在
、一
、四
三
〇
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
す
会
費
が
会

員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
第
一
の
目
的
と
す
る
当

倶
楽
部
の
事
業
を
支
え
る
一
番
大
き
な
柱
と
な
っ

て
お
り
、財
政
基
盤
の
安
定
化
並
び
に
倶
楽
部
の

活
性
化
の
た
め
、会
員
増
強
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
紹
介
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、当
月
下
旬
に
は
順
次
、住
所
等
の
ご
変
更

と
、法
人
会
員
の
皆
様
に
は
指
定
会
員
の
変
更
に
つ

き
ま
し
て
、ご
確
認
の
書
類
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
に
は
、厳
し
い
経
済
環
境
で
は

あ
り
ま
す
が
、指
定
会
員
の
変
更
に
際
し
ま
し
て
は

是
非
と
も
現
会
員
数
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
、増

員
に
つ
き
ま
し
て
も
何
卒
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
規
会
員
の
ご
紹
介
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！！

電
気
施
設
関
係
見
学
会
に参加

し
て

　

開
催
日
の
四
月
二
十
六
日
は
、午
前
中
は
生
憎
の
雨
模

様
で
し
た
が
、午
後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
、い
ず
れ
の
施
設
も

期
待
を
上
回
る
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

参
加
者　

約
二
十
名

関
西
電
力
送
配
電
株
式
会
社　

中
央
給
電
指
令
所

　

電
力
の
流
れ
を
監
視
し
、制
御
す
る

電
力
供
給
の
心
臓
部

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、中
央
電
気
倶
楽
部
か
ら
は
大
川
を

挟
ん
だ
南
側
に
あ
る
関
電
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
す
。ま
ず
は
予
想

外
の
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
驚
き
で
し
た
。ビ
ル
の
何
階
に
あ

る
の
か
は
保
安
上
の
機
密
と
の
こ
と
で
、耐
震
の
関
係
で
ビ
ル

の
ほ
ぼ
真
ん
中
の
階
に
位
置
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。給
電

指
令
所
は
警
察
や
消
防
の
指
令
所
と
は
全
く
違
っ
て
、出
動

要
請
の
電
話
な
ど
は
か
か
っ
て
き
ま
せ
ん
。二
十
四
時
間
勤

務
の
極
め
て
静
か
で
冷
静
な
雰
囲
気
で
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、電
気
は
貯
蔵
が
効
き
ま
せ
ん
。ま
た
、電

気
は
必
要
な
時
に
短
時
間
で
発
電
が
開
始
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、需
要
と
供
給
と
の
間
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
ま
す
。

電
力
の
供
給
に
は
こ
の
二
点
の
課
題
を
克
服
し
て
、電
力
を

効
率
よ
く
発
電
し
、安
定
供
給
を
維
持
す
る
事
の
難
し
さ

が
あ
り
、そ
の
中
枢
機
能
を
果
た
す
の
が
、こ
の
中
央
給
電

指
令
所
で
す
。需
要
予
想
に
基
づ
く
発
電
量
の
決
定
と
各

発
電
所
へ
の
発
電
指
示
及
び
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

て
の
電
力
の
融
通
な
ど
の
普
段
は
知
り
得
な
い
業
務
を
見

学
し
た
こ
と
は
想
像
を
上
回
る
興
味
深
い
時
間
で
し
た
。

　

発
電
が「
動
」だ
と
す
れ
ば
給
配
電
は「
静
」で
す
が
、電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
切
れ
目
の
無
い
安
定
し
た
供
給
を
実
現
す

る
機
能
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
見
学
で
し
た
。

食
堂
よ
り
の
お
知
ら
せ

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン　

カ
ル
ト
ブ
ラ
ン
シ
ュ

　

特
別
な
フ
レ
ン
チ
の
プ
チ
コ
ー
ス

白
バ
ラ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
お
出
迎
え

　

御
堂
筋
の
西
側
歩
道
に
面
し
た
地
下
に
降
り
る
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
。ワ
イ
ン
も
料
理
も
最
高
で
雰
囲
気
も
よ
く
、場

所
も
よ
い
の
で
ま
た
訪
れ
た
い
お
店
で
す
。

株
式
会
社
ハ
イ
ド
ロ
エ
ッ
ジ　

本
社
工
場

　

脱
炭
素
社
会
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る

水
素
の
製
造
現
場

　

堺
の
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
あ
る
製
造
プ
ラ
ン
ト
で
し
た
。

装
置
産
業
で
あ
り
、原
材
料
の
L
N
G（
液
化
天
然
ガ
ス
）も

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
投
入
さ
れ
、加
工
も

化
学
的
に
行
わ
れ
る
の
で
、作
業
人
員
も
少
な
く
静
か
な
工

場
で
し
た
。

　

化
石
燃
料
に
変

わ
る
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ

れ
る
水
素
の
製
造

プ
ラ
ン
ト
を
体
感
す

る
こ
と
で
、供
給
面

か
ら
は
燃
料
電
池

の
実
用
化
や
水
素

ガ
ス
の
利
用
が
直
ぐ

そ
こ
に
迫
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
る
意
義
深

い
見
学
で
し
た
。

堺
伝
匠
館

　

世
界
を
席
巻
し
た
匠
の
技
の
打
ち
刃
物
と

千
利
休
や
駿
河
屋
の
与
謝
野
晶
子
に
由
来
す
る
和
菓
子

　

実
用
品
で
あ
り
な
が
ら
、匠
の
技
で
実
に
美
し
く
仕
上
げ

ら
れ
た
刃
物
に
見
惚
れ
、料
理
人
で
な
く
て
も
所
持
し
た
く

な
る
よ
う
な
芸
術
的
な
品
々
は
十
分
に
目
の
保
養
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
に
若
い
職
人
ら
し
き
人
が
喰
い
入
る
よ
う
に
真
剣
な
眼

差
し
で
包
丁
に
見
入
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

会
議
、セ
ミ
ナ
ー
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
に

大
ホ
ー
ル	

・	

会
議
室
の
ご
利
用
を
！！

『
会
員
感
謝
祭
』の
ご
案
内

(五階ホールのグランドピアノ)

　

一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
あ
る
社
交
倶
楽
部
、そ

の
会
館
の
中
の
く
つ
ろ
ぎ
に
満
ち
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
で
、大
切
な
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
、講
演
会
、展
示

会
、ご
商
談
、打
合
せ
に
。ま
た
同
窓
会
・Ｏ
Ｂ
会
等

の
旧
友
と
の
再
会
の
場
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。五
階
大
ホ
ー
ル
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
備
付

け
て
お
り
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と
し
て
、そ
し
て
、

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
シ
ア
タ
ー
感
覚
の
ご
利
用
と
イ
ベ
ン

ト
に
も
多
岐
に
わ
た
り
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
は
、交
通
の
便
も
良
く
、低
料
金
で
十

人
程
度
か
ら
ご
利
用
が
可
能
な
大
小
二
十
三
室
の

会
議
室
と
お
稽
古
事
に
お
使
い
頂
け
ま
す
和
室
三

室
、そ
し
て
椅
子
席
三
六
〇
席
の
大
ホ
ー
ル
ま
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ネ
ッ
ト
会
議
・セ
ミ

ナ
ー
も
で
き
ま
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、会
場
設
営
、ま
た
機
材
の
ご
利

用
説
明
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
後
の
会
議
室
の
消
毒
の
実
施
も
継
続
致

し
て
お
り
ま
す

が
、引
き
続
き
ご

利
用
の
際
に
は
手

指
の
消
毒
・マ
ス
ク

着
用
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、会
員
増
強
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
の
発
展
の
た
め
に
は
、会
員
企
業
の

皆
様
そ
し
て
個
人
会
員
の
皆
様
の
新
入
会
員
の

ご
紹
介
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
「
明
る
く
、親
し
み
の
あ
る
倶
楽
部
」と
し
て
会

員
皆
様
に
倶
楽
部
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

大
切
な
交
流
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

事
務
局
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
お

力
添
え
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
入
会
希
望

の
方
に
は
、
事

務
局
が
い
つ
で

も
お
伺
い
し
ご

説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
紹

介
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（会費・入会金）
区分 会員区分

入会金

指定会員 1 社（団体） 　  ７万円

個人会員

新規入会 　  ３万円
会員歴あり ２〜５年未満　１万円

５〜１０年未満　５千円
１０年以上　　無料

月額会費
会員一名

指定会員 一律 5,0 0 0円

個人会員
毎月払い 4,30 0円
半年払い 4,050円

年一括払い 3,80 0円

個
人
会
員
　
山
田
　
拓
幸

　

昨
年
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
感
謝
祭

を
次
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
方
に
ゆ
っ
た
り
と
音
楽
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、

美
味
し
い
お
食
事
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日（
金
）

十
七
時
半
～
二
十
時

場　

所　
　

 

中
央
電
気
倶
楽
部 

五
階 

大
ホ
ー
ル

出
演
者　
　

 

山
本
純
子
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
）

今
西
彩
菜
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

宮
國
香
菜
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

参
加
費　
　

 

八
千
円（
会
員
）、一
万
円（
非
会
員
）

定
員　
　
　

六
十
名（
先
着
順
）

※ 

後
日
請
求
書
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
お
支
払
い

願
い
ま
す
。

※ 

お
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先

を
ご
明
記
く
だ
さ
い
）な
お
開
催
日
三
日
前
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
食
事
代
実
費
を
ご
負
担
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、倶
楽
部
事
務
局（
総
務
）ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

Ｅ
メ
ー
ル　

kanshasai@
chuodenki-club.or.jp

（株）ハイドロエッジ水素製造プラントにて

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー（
六
月
か
ら
）　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．３

「
梅
の
冷
製
カ
ッ
ペ
リ
ー
ニ
牛
し
ゃ
ぶ
の
せ
」

　

三
階
大
食
堂
に
て
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
お
知

ら
せ
で
す
。（
初
）夏
を
感
じ
る
冷
製
パ
ス
タ「
梅
の

冷
製
カ
ッ
ペ
リ
ー
ニ
牛
し
ゃ
ぶ
の
せ
」を
ご
提
供
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

牛
肉
の
甘
み
と
梅
の
酸
味
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
、色

目
も
華
や
か
で
、と
て
も
食
べ
や
す
い
冷
製
の
細
麺

パ
ス
タ（
カ
ッ
ペ
リ
ー
ニ
）で
す
。是
非
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

※
三
階
大
食
堂
に
て
ご
予
約
承
り
ま
す
。

　

二
日
前
ま
で
に
ご
予
約
願
い
ま
す
。

　

 

食
堂
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、ご
予
約
で
き
な
い

事
が
ご
ざ
い
ま
す
。

サラダ・パン・コーヒー付　￥2,000（税込）
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（
注
）

よ�

な
ぼ
こ
り（
よ
な
ぼ
こ
り
）：
季
語
、霾（
つ
ち
ふ

る
）の
子
季
語
。中
国
北
部
の
黄
土
地
帯
で
舞
い

上
が
っ
た
黄
砂
の
こ
と
で
、ほ
か
に「
黄
沙
」「
よ

な
ぐ
も
り
」な
ど
が
あ
る
。（
季
語
）

よ�

な
ぐ
も
り（
よ
な
ぐ
も
り
）：�

季
語
、霾（
つ
ち

ふ
る
）の
子
季
語
で
、「
よ
な
」と
は
火
山
灰
の
意

味
が
あ
る
。（
季
語
）

エ�

ジ
ソ
ン
の
碑（
え
じ
そ
ん
の
ひ
）：
八
幡
市
男
山
の

石
清
水
八
幡
宮
に
、エ
ジ
ソ
ン
が
電
灯
の
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
男
山
の
竹
を
用
い
た
とい
う
記
念
碑
。

湖�

中
句
碑（
こ
ち
ゅ
う
く
ひ
）：
琵
琶
湖
の
堅
田
の

蘆
茂
湖
中
に
浮
御
堂
が
あ
り
、そ
の
北
側
に
高

浜
虚
子
の
水
中
句
碑「
湖
も
こ
の
辺
に
し
て
鳥

渡
る
」が
あ
る
。

芦�

の
角（
あ
し
のつの
）：
水
辺
に
生
え
る
芦
の
角
状

の
新
芽
の
こ
と
。（
季
語
）

◎
俳
句
部

　

第
八
百
四
十
九
回　

い
な
づ
ま
句
会

俳
誌「
か
つ
ら
ぎ
」主
宰　

森
田
純
一
郎
先
生 

指
導

令
和
五
年
四
月
十
五
日

兼　

題　

当
季
雑
詠
五
句

選　

者　

吟

よ
な
ぼ
こ
り
浴
び
つ
ゝ
一
機
着
陸
す

春
雨
に
ク
ロ
サ
イ
の
背
の
黒
々
と

春
雨
や
見
る
吾
も
犀
も
孤
高
な
る

ハ
ル
カ
ス
の
霞
み
キ
リ
ン
は
外
に
出
で
ず

春
の
湖
透
か
し
て
メ
タ
セ
コ
イ
ア
か
な

い
な
づ
ま
句
抄

○
花
海
棠
散
り
し
と
尼
の
詫
び
ら
る
る	

冨
山　

勝
幸

○
ゆ
う
ら
り
と
郭
言
葉
や
春
の
宵	

難
波　

正
行

○
滋
賀
晴
れ
て
大
阪
は
濃
き
よ
な
ぐ
も
り	

渡
　

建
彦

○
筍
飯
ま
づ
醤
油
の
香
山
椒
の
香	

東
代　
　

舞

○
エ
ジ
ソ
ン
の
碑
に
日
の
本
の
桜
か
な	

広
田　

祝
世

○
一
歩
二
歩
三
歩
と
春
の
行
き
に
け
り	

出
店
智
惠
呼

○
高
枝
に
粗
に
編
み
た
る
は
鴉
の
巣	

奥
村　

恵
子

○
浮
御
堂
湖
中
句
碑
守
る
芦
の
角	

友
岡　

淑
子

○
ど
こ
ま
で
も
摘
草
の
道
続
き
け
り	

前
野
美
枝
子

○
街
は
い
ま
春
着
の
娘
ら
が
闊
歩
せ
り	

野
尻　

弘
輔

○
屋
根
赤
く
き
ら
め
く
街
の
薄
暑
か
な	

木
下　

貴
友

　

花
び
ら
は
川
に
模
様
を
作
り
ゆ
く	

留
岡　
　

寛

（
○
印
選
者
選
）

◎
絵
画
部（
水
彩
画
）教
室

五
月
度
（
十
七
日
・
水
曜
日
）
は
、

中
の
島
緑
道
で
の
写
生
会
で
し
た
。

次
回
は
六
月
七
日（
水
）

「
静
物
：
花（
薔
薇
）」で
す
。

◎
ゴ
ル
フ
部 

第
五
六
一
回
　
例
会

（
四
月
十
八
日　

く
も
り　
　
　
　

於 

伏
尾
G
C
）

　

成　

績
優　

勝　
　
　
　
　

石
田　
　

大　

君

二　

位　
　
　
　
　

辻
田　

知
史　

君

三　

位　
　
　
　
　

石
田　

貴
志　

君

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト　

天
候
に
も
運
に
も
恵
ま
れ
、
例
会
で
優
勝
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

同
伴
競
技
者
の
宮
田
雅
之
様
、
鈴
木
克
彦

様
、
中
野
米
蔵
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◎
ゴ
ル
フ
部 

第
五
六
二
回
　
例
会

（
五
月
十
日　

晴
れ　
　
　
　
　
　

於 

琵
琶
湖
Ｃ
Ｃ
）

　

成　

績
優　

勝　
　
　
　
　

辻
田　

知
史　

君

二　

位　
　
　
　
　

石
田　
　

大　

君

三　

位　
　
　
　
　

井
上　

清
志　

君

◎
令
和
四
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

優　

勝　
　
　
　
　

辻
田　

知
史　

君

※ 

辻
田　

知
史
氏
の
優
勝
コ
メ
ン
ト
は
紙
面

の
都
合
に
よ
り
次
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

（
次
回
例
会
は
、六
月
十
四
日（
水
）

第
五
六
三
回
例
会　

大
阪
Ｇ
Ｃ
）

◎
囲
碁
部 

例
会（
五
月
十
三
日
）

　

成　

績
三　

勝　

八　

段　

山
田　
　

進　

君

二　

勝　

五　

段　

井
垣　

文
男　

君

（
参
加
者　

六
名
）

（
次
回
例
会
は
六
月
十
日（
土
））

◎
将
棋
部 

例
会（
四
月
二
十
二
日
）

　

成　

績
三　

勝　

五　

段　

楠
本　

光
秀　

君

二　

勝　

六　

段　

井
上　

清
志　

君

（
参
加
者　

六
名
）

（
次
回
例
会
は
六
月
二
十
四
日（
土
）指
導
な
し
）

◎
撞
球
部 

例
会（
五
月
十
三
日
）

　

成　

績優　

勝	

奥
谷
安
規
子　
さ
ん

二　

位	

大
竹　

一
夫　

君

三　

位	

石
塚　

正
和　

君

四　

位	

磯
田　

邦
夫　

君

五　

位	

馬
塲　

秀
行　

君

（
参
加
者　

十
三
名
）

  

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト

　

や
っ
と
、マ
ス
ク
を
外
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
解

放
感
か
ら
か
？
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

偏
に
、撞
球
部
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指

導
の
お
蔭
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、春
季
大
会
で
優
勝
で
き
、歴
史
と
伝

統
あ
る
中
央
電
気
倶
楽
部
撞
球
部
の
優
勝
者

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
名
前
を
刻
ん
で
頂
く
事
が

出
来
、嬉
し
さ
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
、一
歩
一
歩
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
、ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
次
回
例
会
は
六
月
三
日（
土
））

清
交
社
の
午
さ
ん
講
演
会
の

ご
案
内

会　

場
…
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

　
　
　
　

三
階
飛
鳥
の
間 

他

時　

間
…
十
一
時
三
十
分
～
十
三
時
三
十
分

六
月
六
日（
火
）

講
題『
歌
の
翼
が
繋
ぐ
も
の
』

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

鮫
島　

有
美
子　
さ
ん

六
月
十
三
日（
火
）

講
題『
温
泉
百
名
山 

―
選
定
登
山
の
軌
跡
―
』

温
泉
紀
行
ラ
イ
タ
ー

飯
出　

敏
夫　

氏

六
月
二
十
日（
火
）

講
題『
未　

定
』

ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

奥
野　

史
子　
さ
ん

六
月
二
十
七
日（
火
）

講
題『
未　

定
』

大
阪
公
立
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
麻
酔
科
学
教
授

森　
　
　

隆　

氏

※
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
席
ご
希
望
の
方
は
、当
倶
楽
部
事
務
局

　
（
三
瓶
）に
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
会
費
／
三
、〇
〇
〇
円（
昼
食
代
・
消
費
税
込
後
日
精
算
）

　

 

前
日
の
午
後
五
時
以
降
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

☆
ク
ー
ル
ビ
ズ（
十
月
末
ま
で
）


